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自治労県職労情報システム検討部会報告
グループウエアの便利に使える部分は有効に使いこなそう！
自治労県職労はグループウエアのハード面、ソフト面の課題を検証し必要な提言を行います
昨年１月からスタートしたグループウェアですが、マニュアルをじっくり読む余裕もないため、その使い方について知らないことが多く、職員からさまざまな疑問点や要望が出されています。また、調査・照会のルールづくりが必要であるとの意見も寄せられています。

自治労県職労は、組合員からの提案を受けて、「グループウェアについて考える情報システム検討部会」を設置しました。今まで３回の検討会を開き、グループウェア及び情報システム全般に係わる疑問点や課題を出し合い、議論しました。

まず、グループウェアの機能をよく知ることから始めようと、5月14日に第二分庁舎のＯＡ研修室をお借りして、このシステムをよく知っている職員にも参加してもらい、実際にグループウェアの画面を見ながら、便利な活用方法について検討しました。

今回は、その中からいくつかの便利な機能をご紹介します。

◆◇◆ 庁内メール ◆◇◆

マイグループの作成

⇒　所属やグループにかかわらず、自分がよく関わる職員をグループ化して登録しておくと、庁内メールを送信するときに宛先を簡単に選択することができる。

宛先（職員）の検索

⇒　職員の名前は知っているが、どの所属にいるのかわからないときに、「アドレス帳」画面で探したい人のユーザー検索をかけることができる。

　　また、庁内メール作成画面でも、「ユーザー・グループ選択」で検索すれば、すぐにメールを送ることができる。

開封の確認

⇒　送信したメールを相手に読んでもらえたかどうかを確認したいときには、「未読管理」機能を使うと便利である。
◆◇◆ 全庁掲示板 ◆◇◆

掲示板の内容修正

⇒　内容に誤りがあって急いで修正したいという場合、作成者が掲示板にアップした後に「アクセス権限」を設定していれば、作成者以外の職員でも内容を修正することができる。
◆◇◆ 新着一覧などの表示 ◆◇◆

画面のカスタマイズ

⇒　新着一覧ポートレットは、表示対象とする情報を利用者が「個人設定」で自由に設定することができる。自分が必要としない情報は表示されないので、画面が見やすくなる。

⇒　画面上のレイアウトは変えられないが、大きさ・行数の調整、最小化することはできる。
◆◇◆ スケジュール機能 ◆◇◆

入力・情報の修正

⇒　「編集許可」で編集権限を与えれば、本人でなくても入力や情報の修正ができる。
県労連第60回定期大会
芹沢新議長（神教組）を選出

県労連（神奈川県職員労働組合連合協議会）は5月16日、第60回定期大会を開き、次の「たたかいの基調」を柱とする運動方針を確認しました。
たたかいの基調

2012年基本要求の実現に向けて、5単組の統一と団結を一層強化し、次の点をたたかいの基調として積極的なとりくみを進めます。

（１）県労連要求前進のため、引き続き公務労協に結集し、他の労連・公務員組織と連携してたたかいます。

（２）賃上げ、労働時間、政策・制度要求の実現など、公務員労働者の生活の実質向上をめざし、中央・地方一体となってたたかいを進めます。
（３）12年度賃金確定闘争において、実質賃金の引上げをはじめとする労働条件の改善を図る人事院（人事委員会）勧告を出させるたたかいを進めます。

　また、県当局に対しては、雇用者責任を追及し、主体性を持って自主交渉・自主決着が図れるよう統一行動を基本にたたかいます。
（４）労働条件の改善と諸条件の確立、公共サービスの確立のため、県民要求の前進のため、県政の革新的発展をめざします。また、参加・分権･自治を基調とした行政の推進に全力を挙げます。
（５）非常勤等職員の労働条件の改善を強く求めてたたかいます。
（６）年間の闘争日程を明らかにし、要求の前進をめざしてたたかいます。
県労連新役員

○議　　　長　　芹沢　秀行（神教組）

○副　議　長　　山崎　公江（自治労県職労）

　　　　　　　　園部　　守（高教組）

　　　　　　　　神田　敏史（県職労）

○事務局長　　阿部　嘉弘（自治労公企労）

○事務局次長　　山口　勝之（神教組）

　　　　　　　　片倉　義則（県職労）

○幹　　　事　　内海　義幸（自治労県職労）

　　　　　　　　和田　聡子（自治労県職労）

　　　　　　　　米倉　尚人（自治労県職労）

（以下、省略）

地方自治研究神奈川集会のご案内

○オープニング集会

・日　時：６月８日（金）１８時２０分から

・会　場：藤沢産業センター（ＮＤビル）

・講　演：「福島の今～原発事故から１年の報告」

・講　師：今野泰さん（自治労福島県本部書記長）

○環境分科会

・日　時：７月７日（土）１４時～１６時

・会　場：波止場会館

・テーマ：福島第１原発事故から考える原子力防災

・講　師：末田一秀さん（脱原発ネット）

○反戦平和分科会

・日　時：７月１４日（土）１４時～１６時

・会　場：ティーズ横浜パシフィック　ホール１

・テーマ：米軍再編と日米軍事連携

・講　師：半田滋さん（東京新聞論説兼編集委員）

○公正労働分科会

・日　時：７月２１日（土）１４時～１６時

・会　場：神奈川県地域労働文化会館

・テーマ：大阪で何が起きているか～労働者・市民の権利を守るために～
・大阪市の現状

・中田前横浜市長の「改革」とは何だったか

・講　師：田中浩二さん（大阪市労連書記長）

　　　　　和田宣行さん（自治労横浜書記次長）

※オープニング集会・分科会とも参加費無料
「2012年度災害ボランティア養成講座」受講生募集

１．講座の目的
　　東日本大震災によって、この1年間に多くの人々が新にボランティア活動に参加しました。

　　しかしながら、東日本大震災の被災地は今なお復旧・復興には程遠い状況にあり、ボランティアに対するニーズは、依然として多く、かつ、多様化してきています。

　　首都圏での大規模災害の発生も懸念される中、ボランティア活動に熱意を持って取り組もうとする意欲のある人や、リーダーシップを求められる職場責任者を対象に、被災地・者の支援に必要な災害ボランティアの基礎を学んでいただき、ボランティアの層を厚くすることを目的に開催します。

２．日程とカリキュラム
　①6月23日（土）ボランティアの基礎・東日本での活動報告・心のケア

　②7月 7日（土）日赤救急法救急員養成講習会

　③7月14日（土）日赤救急法救急員養成講習会

　④7月21日（土）日赤救急法救急員養成講習会

　⑤8月 4日（土）災害対応クロスロードゲーム・災害想定図上訓練

　※全日程ともに、講義時間は9時～17時。

３．会場：連合神奈川会議室（中区山下町24-1）

４．主催：連合神奈川ボランティア・ネットワーク

５．募集人員
　　全日程（5日間）に参加できる方を対象に、募集人員30名。（応募多数の場合は抽選）。

６．受講料：無料

７．申込み方法
　　5月25日（金）までに、組合事務局あてお申込みください。
連合神奈川公務部門連絡会学習会
3.11被災地から見えてくる生活基盤としての公共サービス に参加しませんか？
○日時：5月31日（木）18時から

○会場：県民ホール6階大会議場
○現地報告

・仙台市交通労働組合　大友執行委員長

・ＪＰ労組東北地方本部　伊藤執行委員

　○総論：県自治研センター勝島事務局長











































グループウェアを便利に使いこなそう！




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































